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株式会社 テクノクルー
北海道留萌合同庁舎非常用電源改修工事
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構造設計一級建築士氏名・印 設備設計一級建築士氏名・印
その他の設計者氏名・印 欄
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印
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技術者

主 任

技術者

担 当

技術者

担 当

技術者

令和 ２ 年 ２月令和 年 月 日 ００ ００枚ノ内 号

Ｅ－０３

１

３００

縮

尺

一級建築士事務所 北海道知事登録 （石）第５５９２号

管理建築士 氏名 管野 龍雄 一級建築士登録 第１５８６６６号

【Ｈ２２営繕用図面枠】

新設：ＳＯＧ制御箱

新設：防水処理

新設：６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ

６００Ｖ ＣＥＥ２ｓｑ－３Ｃ（既存配管－Ｇ８２－Ｚ３５）：ＳＯＧ 警報線

空 配 管 （既存配管－Ｇ８２－Ｚ３５）：予 備 引 込 管

６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ （既存配管－Ｇ８２－Ｚ３５）：業務用電力引込

※注記）地上は、厚鋼電線管及びケーブル新設

ＡＳ

発電機

原動機

クレーン仕様書

機種名称：ラフテレーンクレーン（１６ｔ）

ブーム長さ

アウトリガ

ブーム伸縮長さ

ジブ長さ

ブーム起伏角度

旋回角度

操作方式

作業時最大路面荷重

６．５ｍ～２７．５ｍ

１８．４ｔ

油圧パイロット操作式

２１．０ｍ

－９°～８２．５°

３６０°連続

３．８ｍ

最大

３．２ｍ，２．７ｍ

前 軸 重

後 軸 重

１９，９１５ｋｇ車両総重量

９，９２５ｋｇ

９，９９０ｋｇ

最 大 ブーム：２４．０ｍ

ジ ブ：２７．２ｍ

最 大 ブーム：２８．２ｍ

ジ ブ：３２．０ｍ

作業半径

地上揚程

移動方式 タイヤ自走式（一般道）

Ｂ１Ｆ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

ＰＨ１Ｆ

▽ＧＬ

ドライエリア

ラフテレーンクレーン（１６ｔ）

空 配 管 （既存配管－ＦＥＰ８０）：予 備 引 込 管

６００Ｖ ＣＥＥ２ｓｑ－３Ｃ（既存配管－ＦＥＰ８０）：ＳＯＧ 警報線

６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ （既存配管－ＦＥＰ８０）：業務用電力引込

※注記）地中は、ケーブルのみ新設（ＦＥＰ管再使用）

空 配 管 （既存配管－ＦＥＰ８０）：予 備 引 込 管

６００Ｖ ＣＥＥ２ｓｑ－３Ｃ（既存配管－ＦＥＰ８０）：ＳＯＧ 警報線

６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ （既存配管－ＦＥＰ８０）：業務用電力引込

※注記）地中は、ケーブルのみ新設（ＦＥＰ管再使用）

空 配 管 （既存配管－Ｇ８２－Ｚ３５）：予 備 引 込 管

６００Ｖ ＣＥＥ２ｓｑ－３Ｃ（既存配管－Ｇ８２－Ｚ３５）：ＳＯＧ 警報線

６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ （既存配管－Ｇ８２－Ｚ３５）：業務用電力引込

※注記）地上は、厚鋼電線管及びケーブル新設

高圧ケーブル端末処理材
６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ，屋外耐塩用

高圧ケーブル端末処理材
６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ，屋外耐塩用

中間

５．２ｍ

４．８ｍ，４．４ｍ

・盤 類 搬入時：１日（往復時間含）

・新設発電機 搬入時：１日（往復時間含）

■ 搬入・搬出に於けるクレーン使用

機器搬入・搬出口

≒６，６０
０

作業半径

高圧引込設備

構内配電線路図

（改修図）

架台

Ｏ－ＰＧＷ－ＴＨＯ－ＴＨ

Ｂ－ＳＷＳ－ＳＷ

空 配 管 （既存配管－ＦＥＰ８０）：予 備 引 込 管

６００Ｖ ＣＥＥ２ｓｑ－３Ｃ（既存配管－ＦＥＰ８０）：ＳＯＧ 警報線

６ＫＶ ＣＥＴ６０ｓｑ （既存配管－ＦＥＰ８０）：業務用電力引込

※注記）地中は、ケーブルのみ新設（ＦＥＰ管再使用）

マシン
ハッチ

ハント゛ホール－１

ハント゛ホール－２

ハント゛ホール－３

ハント゛ホール－４

（特記）

図示の太線部分は、工事対象（新設）とする。

枠内 部分は新設範囲を示す。

新設：ＰＡＳ （ＳＯＧ） ７．２ＫＶ ３００Ａ

新設：ＰＡＳ （ＳＯＧ） ７．２ＫＶ ３００Ａ

ＳＵＳ製 ＶＴ／ＬＡ内蔵、ＺＣＴ内蔵－ＳＯＧ制御箱

ＳＵＳ製 ＶＴ／ＬＡ内蔵、ＺＣＴ内蔵－ＳＯＧ制御箱

以降 Ｅ－０９図 参照

057265
テキストボックス
改修予定図




